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四

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
運
送
利
便
増
進
実
施
計
画
の
認
定
の
申
請
に
よ
り
設
定
又
は
変
更
し

よ
う
と
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
路
線
及
び
停
留
所
の
位
置
が
当
該
申
請
が
行
わ
れ
た
時
点

で
運
行
し
て
い
る
他
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
路
線
及
び
停
留
所
の
位
置
と
共
通
で
あ
る
場

合
、
又
は
路
線
及
び
停
留
所
の
廃
止
に
伴
っ
て
他
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
道
路
運
送
法
第
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
を
い
う
。）が
新
た
に
当
該
路
線
及
び
停
留
所
と
同
一
の

路
線
及
び
停
留
所
の
位
置
に
よ
り
運
行
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
処
分
の
通
知
）

第
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
関
係
公
安
委
員
会
の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
認
定
申
請
に
つ
い

て
、
法
第
二
十
六
条
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
処
分
の
内
容
を
当
該
関
係
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
軌
道
利
便
増
進
実
施
計
画
等
の
変
更
の
認
定
）

第
五
条

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
軌
道
利
便
増
進
実
施
計
画
の
変

更
及
び
法
第
二
十
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
道
路
運
送
利
便
増
進
実
施
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
認
定

長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
第
二
項
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
三
項
各
号
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項

各
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
八
の
表
の
備
考
２
、
３
及
び
５
中「

認
定
長
期
優
良
住
宅
」

を「
認
定
住
宅
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）の
施
行
の
日（
平

成
二
十
四
年
十
二
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

２

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
財

務
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
令
第
六
十
五
号

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）第
四
十
一
条
第
十
七
項
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令（
昭

和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日

財
務
大
臣

城
島

正
光

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
二
十
一
第
九
項
第
一
号
中
「
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
認
定
長

期
優
良
住
宅
の
敷
地
」
を
「
認
定
住
宅
の
敷
地
」
に
、「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
_
@

及
び
`

ü
中
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

そ
の
家
屋
が
法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
低
炭
素
住
宅
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
十
三
項
各
号
に

掲
げ
る
書
類

第
十
八
条
の
二
十
一
第
九
項
第
二
号
中
「
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ニ

そ
の
家
屋
が
法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
低
炭
素
住
宅
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
十
三
項
各
号
に

掲
げ
る
書
類

第
十
八
条
の
二
十
一
第
九
項
第
四
号
ニ
中
「
第
十
三
項
各
号
」
を
「
第
十
四
項
各
号
」
に
改
め
、同
条
第
十
項
中「
認

定
長
期
優
良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
」
の
下
に
「
同
項
に
規
定
す
る

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
、同
条
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、

同
条
第
十
八
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
第
二
号
中
「
第
十

九
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
認
定
長
期
優

良
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条

第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

13

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築

物
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
証
明
が
さ
れ
た
家
屋
は
、
当
該
家
屋
が
同
項
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築
物

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

一

当
該
家
屋
に
係
る
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
八

十
六
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
知
書
（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
令
第
四
十
六
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
令
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
知
書
）
の
写
し

二

当
該
家
屋
に
係
る
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は

当
該
家
屋
が
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
十

六
条
に
規
定
す
る
認
定
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
に
基
づ
き
建
築
さ
れ
た
家
屋
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
及
び
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
係
る
特
別
の
措
置

第
一
節

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成
（
第
二
条
）

第
二
節

集
約
都
市
開
発
事
業
等
（
第
三
条
e

第
十
五
条
）

第
三
節

共
通
乗
車
船
券
等

第
一
款

共
通
乗
車
船
券
（
第
十
六
条
）

第
二
款

鉄
道
利
便
増
進
事
業
（
第
十
七
条
e

第
十
九
条
）

第
三
款

軌
道
利
便
増
進
事
業
（
第
二
十
条
e

第
二
十
八
条
）

第
四
款

道
路
運
送
利
便
増
進
事
業
（
第
二
十
九
条
e

第
三
十
三
条
）

第
四
節

貨
物
運
送
共
同
化
事
業
（
第
三
十
四
条
e

第
三
十
六
条
）

第
五
節

樹
木
等
管
理
協
定
（
第
三
十
七
条
e

第
三
十
九
条
）

第
六
節

港
湾
隣
接
地
域
内
の
工
事
等
の
許
可
の
特
例
（
第
四
十
条
）

第
三
章

低
炭
素
建
築
物
の
普
及
の
促
進
の
た
め
の
措
置
（
第
四
十
一
条
e

第
四
十
六
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
四
十
七
条
・
第
四
十
八
条
）
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